
１
月
26
日
（
土
）
、
日
本
共
産

党
県
議
会
議
員
秋
山
文
和
事
務
所

開
き
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

事
務
所
は
、
春
日
部
警
察
署
の

向
か
い
側
で
下
図
の
通
り
で
す
。

初
め
に
、
松
本
ひ
ろ
か
ず
選
対

本
部
長
・
市
議
会
議
員
が
「
日
本

共
産
党
が
４
年
前
に
12
年
ぶ
り
に

議
席
を
回
復
し
た
が
、
今
回
は
厳

し
い
情
勢
。
こ
こ
を
拠
点
に
な
ん

と
し
て
も
秋
山
文
和
県
議
の
再
選

を
」
と
訴
え
ま
し
た
。

次
に
、
赤
岸
雅
治
日
本
共
産
党

東
部
北
地
区
委
員
長
が

「
７
月
の
参
議
院
選
挙
勝

利
に
向
け
て
重
要
な
た
た

か
い
。
絶
対
に
負
け
ら
れ

な
い
。
」
と
力
を
込
め
て

話
し
ま
し
た
。

西
俊
幸
市
党
後
援
会
長

は
「
多
く
の
み
な
さ
ん
を

取
り
込
む
選
挙
に
し
よ
う
」

と
呼
び
か
け
ま
し
た
。

党
市
議
団
を
代
表
し
て
坂
巻
か

つ
の
り
市
議
会
議
員
は
「
秋
山
文

和
県
議
の
地
元
市
議
と
し
て
全
力

を
尽
く
し
ま
す
」
と
力
強
く
語
り

ま
し
た
。

最
後
に
、
秋
山
文
和
県
議
が

「
５
名
か
ら
８
名
の
県
議
団
に
す

る
た
め
に
は
春
日
部
で
必
ず
勝
利

し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
市
議
・

県
議
合
わ
せ
て
35
年
の
政
治
家
と

し
て
の
人
生
を
か
け
て
全
力
で
が

ん
ば
り
ま
す
」
と
決
意
表
明
し
ま

し
た
。

定
数
３
名
の
春
日
部
市
で
日
本

共
産
党
の
議
席
を
獲
得
す
る
こ
と

は
、
統
一
地
方
選
挙
後
半
戦
と
参

議
院
選
挙
勝
利
の
大
き
な
第
一
歩

に
な
り
ま
す
。

日
本
共
産
党
と
市
民
の
共
闘
を

広
げ
、
秋
山
文
和
再
選
で
安
倍
政

治
サ
ヨ
ナ
ラ
の
年
に
し
ま
し
ょ
う
。
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1
月
22
日
、
春
日
部
革
新
懇

主
催
の
新
春
講
演
会
が
市
民
文

化
会
館
で
開
か
れ
ま
し
た
。

現
代
教
育
行
政
研
究
会
代
表

で
、
元
文
部
科
学
省
事
務
次
官

の
前
川
喜
平
氏
が
、
「
教
育
の

使
命
は
、
ひ
と
り
一
人
の
生
き

る
力
を
サ
ポ
ー
ト
す
る
こ
と
」

と
題
し
て
講
演
を
行
い
ま
し
た
。

以
下
、
発
言
の
要
旨
を
紹
介

し
ま
す
。

「
個
人
の
尊
厳
」
は
日
本
国

憲
法
が
最
も
大
切
に
す
る
価
値

で
す
。
「
個
人
の
尊
厳
」
と
は
、

ひ
と
り
一
人
の
人
間
が
何
よ
り

も
「
大
切
な
か
け
が
え
の
な
い

存
在
」
だ
と
い
う
こ
と
で
す
。

尊
厳
あ
る
個
人
が
つ
な
が
り

あ
っ
て
市
民
と
な
り
、
市
民
が

主
権
者
と
な
っ
て
憲
法
を
定
め
、

憲
法
に
よ
っ
て
国
を
つ
く
り
ま

す
。
個
人
よ
り
先
に
国
が
あ
る

わ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

人
は
学
ぶ
こ
と
に
よ
っ
て
賢

明
な
市
民
と
な
り
、
賢
明
な
社

会
と
国
家
を
つ
く
り
ま
す
。
教

育
基
本
法
は
、
「
平
和
で
民
主

的
な
国
家
及
び
社
会
の
形
成
者
」

と
定
義
し
、
教
育
の
目
的
は
そ

の
よ
う
な
個
人
と
市
民
を
育
て

る
こ
と
で
す
。

戦
前
は
、
「
教
育
は
国
家
の

た
め
の
も
の
」
と
さ
れ
、
教
育

勅
語
や
修
身
科
、
家
族
国
家
観

と
封
建
道
徳
な
ど
で
、
個
人
が

大
切
に
さ
れ
な
い
教
育
を
押
し

付
け
ら
れ
ま
し
た
。
そ
の
結
果
、

軍
国
主
義
、
国
家
総
動
員
体
制

と
な
り
、
戦
争
へ
と
つ
き
す
す

み
ま
し
た
。

戦
後
、
そ
の
深
い
反
省
に
立

ち
、
日
本
国
憲
法
や
「
人
格
の

完
成
」
を
目
的
と
す
る
教
育
基

本
法
が
制
定
さ
れ
ま
し
た
。
憲

法
と
教
育
は
支
え
あ
う
関
係
で

あ
り
、
憲
法
が
教
育
を
保
障
し
、

教
育
が
憲
法
を
実
現
す
る
も
の

で
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

国
は
、
教
育
に
つ
い
て
や
ら

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
（
教

育
の
機
会
均
等
、
無
償
の
普
通

教
育
、
憲
法
の
理
想
の
実
現
）

と
、
や
っ
て
は
な
ら
な
い
こ
と

（
教
育
へ
の
不
当
な
支
配
、
教

育
上
の
差
別
）
が
あ
り
ま
す
。

安
倍
政
権
は
、
こ
れ
ま
で
の

政
権
に
は
な
い
、
メ
デ
ィ
ア
と
、

教
育
の
政
治
支
配
を
進
め
て
き

て
お
り
許
さ
れ
な
い
こ
と
で
す
。

「
個
人
の
尊
厳
」
に
立
脚
す

る
教
育
を
貫
く
こ
と
が
大
事
で

す
。
個
人
を
、
国
家
に
従
属
さ

せ
る
国
家
主
義
・
全
体
主
義
的

教
育
で
「
戦
前
に
な
り
さ
が
る
」

こ
と
を
許
し
て
は
な
り
ま
せ
ん
。

自
ら
学
び
、
自
ら
考
え
る
力
を

育
て
る
こ
と
が
大
切
で
す
。

「
個
人
の
尊
厳
」
に
立
脚
す
る
教
育
を

春
日
部
革
新
懇

前
川
喜
平
氏
が
講
演
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ひ
と
り
一
人
が
、

か
け
が
い
の
な
い
存
在

国
に
よ
る
教
育
へ
の
不
当

な
支
配
は
許
さ
れ
な
い

自
ら
学
び
、

自
ら
考
え
る
力
を

2月9日（土）14:00～16:00

春日部市民活動センター４階会議室

講師:二橋元長 さん
（埼玉県平和委員会事務局長）

主催：戦争イヤだ！春日部市民の会

協賛：春日部9条の会、春日部革新懇
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